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第
七
五
定
期
教
区
会
初
日

（
二
二
日
）
に
、
青
年
た
ち
か
ら

次
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。

　

報
告
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

も
使
用
し
、
聴
覚
と
視
覚
に
訴
え

理
解
し
や
す
く
、
さ
す
が
に
青
年

の
感
性
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
。

註
：「
北
海
の
光
」
九
月
号
、

一
〇
月
号
も
参
照
下
さ
い
。

○
広
島
平
和
礼
拝
二
〇
一
六

　

杉
野
成
哉
君
（
札
幌
聖
ミ
カ
エ

ル
教
会
）
が
参
加
し
報
告
。

　
「
平
和
記
念
資
料
館
で
原
爆
の

悲
惨
さ
を
知
っ
た
」、「
広
島
で
の

体
験
は
、
人
生
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
た
」
主
旨
の
感
想
を
述

べ
て
い
た
。

○
東
ア
ジ
ア
聖
公
会
青
年
大
会

  

大
町
包
（
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教

会
）、
直
井
岳
（
札
幌
聖
ミ
カ
エ

ル
教
会
）、
両
君
が
参
加
し
報
告
。

　

大
会
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
日
本

か
ら
は
一
二
名
が
参
加
し
、
内
二

名
が
北
海
道
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

文
化
の
異
な
る
東
ア
ジ
ア
の
青

年
た
ち
と
、
五
つ
の
指
標
（
伝
え

る
、
教
え
る
、
仕
え
る
、
変
化
さ

せ
る
、
尊
ぶ
）
や
環
境
保
存
等
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
或
い
は
マ

レ
ー
シ
ア
の
教
会
で
の
礼
拝
な
ど

多
く
の
体
験
を
積
ん
だ
。

そ
ん
な
体
験
の
中
か
ら
「
自
分
の

心
を
開
い
て
地
域
の
人
々
の
求
め

る
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
主
旨
の
感
想
を
述
べ

て
い
た
大
町
君
、「
こ
の
よ
う
な

機
会
を
通
じ
て
、
他
の
国
々
の

人
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
ら
れ

る
と
い
い
」
主
旨
の
感
想
を
述
べ

て
い
た
直
井
君
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
今
回
の
体
験

は
今
後
、
両
君
が
世
界
を
見
る
目

の
大
き
な
糧
と
な
る
だ
ろ
う
。

○
全
国
青
年
大
会

　

向
井
邦
子
さ
ん
（
札
幌
キ
リ
ス

ト
教
会
）

北
海
道
青
少
年
会
館
（
真
駒
内
）

で
開
催
し
た
本
大
会
に
実
行
委
員

長
と
し
て
参
加
し
報
告
。

　

大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
苦
心

な
ど
を
話
さ
れ
、「
四
年
前
、
私

は
ど
う
し
て
参
加
し
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
、
と
思
う
ほ
ど
と
て
も
感
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主
の
豊
か
な
御
導
き
と
御
守
り

を
受
け
て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
一
一
月
一
五
日
で
創
立
三
〇

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

天
城
主
教
様
が
在
苫
中
、
苫
小

牧
港
に
入
港
す
る
外
国
船
員
の
為

Ｍ
Ｔ
Ｓ
を
創
り
た
い
と
教
会
委
員

会
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
未
知
の
世
界
に
心
動
か
さ

れ
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
三
〇
年
私

生
活
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
継
続
出
来
た
こ
と
は

感
謝
で
す
。
設
立
当
初
か
ら
継
続

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ア
は
事
務
局

長
と
私
の
二
人
に
な
り
ま
し
た
が

多
く
の
市
民
の
参
加
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
船
員
は
約

九
〇
か
国
か
ら
一
五
万
人
を
超
え

ま
し
た
。
航
海
中
は
一
年
前
後
海

上
の
生
活
に
な
り
ま
す
。
船
の
人

動
的
な
大
会
で
あ
っ
た
」
旨
の
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

　

筆
者
は
、
今
回
報
告
し
て
い
た

だ
い
た
四
名
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ

ら
の
大
会
に
参
加
し
た
多
く
の
青

間
以
外
の
人
と
話
を
し
た
い
、
土

の
上
を
歩
き
た
い
、
家
族
と
話
を

し
た
い
、
短
時
間
の
上
陸
は
船
員

に
と
っ
て
ホ
ッ
と
で
き
る
ひ
と

時
。
私
達
の
訪
船
を
心
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

多
く
の
物
を
輸
入
に
頼
る
日

本
、
物
流
を
支
え
る
外
国
船
員
を

少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

船
員
の
待
遇
が
改
善
さ
れ
生
活

も
豊
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
が
一
度
船
を
下
り
て

か
ら
次
の
航
海
が
決
ま
る
ま
で
時

間
が
長
く
か
か
る
の
で
他
の
仕
事

に
代
わ
る
船
員
も
い
る
よ
う
で

す
。

　
「
旅
人
を
も
て
な
し
な
さ
い
」

と
の
聖
書
の
み
言
葉
に
導
か
れ
日

曜
日
を
除
く
毎
日
、
港
に
寄
港
し

た
国
際
航
路
の
船
舶
を
訪
船
し
セ

ン
タ
ー
の
案
内
・
セ
ン
タ
ー
オ
ー

プ
ン
を
し
て
き
ま
し
た
が
こ
こ
数

年
は
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
減
少
高
齢
化

等
で
毎
日
は
オ
ー
プ
ン
出
来
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
無
理
の
な
い

範
囲
で
助
け
合
っ
て
継
続
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

三
〇
周
年
を
迎
え
三
〇
年
の
歩

み
を
一
二
分
間
に
纏
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
ま
し
た
。
関
心
を
寄
せ

て
く
だ
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
送

付
致
し
ま
す
。

　

会
の
運
営
に
苦
難
の
時
に
も
祈

り
神
の
助
け
を
感
じ
な
が
ら
乗
り

越
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
多

く
の
教
友
の
支
え
を
感
謝
致
し
ま

す
。
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年
た
ち
の
、
こ
れ
か
ら
の
信
仰
生

活
に
と
っ
て
も
、
き
っ
と
大
き
な

糧
と
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
拝
聴

し
て
い
た
。

（
報
告　

久
慈　

北
海
の
光
編
集
委
員
）
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▽
有う
す

珠
聖
公
会

　

伊
達
高
校
放
送
局
が
、
バ
チ

ラ
ー
八
重
子
の
人
物
像
を
テ
ー
マ

に
、
有
珠
聖
公
会
で
ロ
ケ
取
材
し

た
映
像
作
品
「
唄
人
（
ウ
タ
リ
）」

が
、
高
文
連
全
道
大
会
に
エ
ン
ト

リ
ー
。

　

一
一
月
二
七
日
の
聖
餐
式
の

後
、
第
四
回
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
に
向
け
、
市
内
各
所
の
ポ

ス
タ
ー
貼
り
や
、
千
枚
の
チ
ラ
シ

の
分
担
な
ど
話
し
合
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
八
重
子
さ
ん
愛
用
の

リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
の
魅
力
を
、
弘

前
昇
天
教
会
信
徒
の
植
木
明
美
さ

ん
の
演
奏
と
語
り
で
伝
え
ま
す
。

併
せ
て
先
の
伊
達
高
校
放
送
局
制

作
の
ビ
デ
オ
も
公
開
上
映
予
定
。

▽
小
樽
聖
公
会

　

一
一
月
八
日
、
エ
リ
サ
ベ
ツ
熊

倉
マ
サ
姉
は
入
院
先
の
病
院
で

教会
だよ
り

DEC
EMB
ER

DEC
EMB
ER

八
四
年
一
〇
ヶ
月
の
地
上
で
の
生

涯
を
終
え
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

熊
倉
姉
は
教
会
や
教
区
の
婦
人
会

の
お
働
き
に
長
年
奉
仕
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
葬
儀
は
八
日
に
通

夜
の
祈
り
、
九
日
に
葬
送
式
を
、

永
谷
執
事
海
外
出
張
の
た
め
ど
ち

ら
も
大
町
司
祭
司
式
の
も
と
小
樽

聖
公
会
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
み

国
で
の
霊
の
平
安
と
ご
家
族
へ
の

慰
め
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

教
会
で
は
礼
拝
堂
内
に
置
か
れ

た
生
木
の
ツ
リ
ー
と
玄
関
に
ク
リ

ス
マ
ス
の
飾
り
付
け
を
し
ま
し

た
。
外
に
は
雪
も
見
え
、
ア
ド
ベ

ン
ト
の
ム
ー
ド
に
満
た
さ
れ
て
い

ま
す
。

▽
函
館
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　

一
三
日
、植
松
主
教
様
ご
巡
錫
。

収
穫
感
謝
礼
拝
、
高
齢
者
幼
子
祝

福
式
を
合
わ
せ
て
行
う
。
愛
餐
会

で
は
主
教
様
よ
り
「
堅
信
前
の
陪

餐
」に
つ
い
て
お
話
を
し
て
頂
く
。

二
六
日
、
恒
例
の
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト

前
日
準
備
の
た
め
沢
山
の
信
徒
が

教
会
で
奉
仕
す
る
。
リ
ー
ス
を
作

る
人
、
ク
ラ
ン
ツ
を
飾
る
人
、
窓

ふ
き
、
境
内
の
掃
除
、
働
き
人
達

の
た
め
の
昼
食
準
備
、
翌
日
の
ク

リ
ス
マ
ス
バ
ザ
ー
の
準
備
、
皆
が

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
一
生
懸
命

奉
仕
す
る
姿
が
教
会
に
は
よ
く
似

合
う
。
翌
日
礼
拝
後
宣
教
部
に
よ

る
勉
強
会
が
始
ま
る
。
教
会
の
夢

を
語
り
合
う
た
め
に
。主
に
感
謝
。

▽
帯
広
聖
公
会

　

教
区
修
養
会
に
は
六
名
が
出
席

「
ケ
セ
ン
語
訳
聖
書
」
に
学
ぶ
証

が
小
貫
耕
喜
兄
に
よ
り
月
報
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
日
は
恒
例
の
逝
去
者
記
念
礼

拝
二
六
五
名
の
諸
先
輩
を
覚
え
祈

り
の
時
を
持
つ
、
同
日
受
洗
さ
れ

た
ア
ン
デ
レ
小
片
英
洋
兄
に
記
念

の
、
祈
祷
書
、
聖
歌
集
が
贈
呈
さ

れ
る
。
教
会
の
改
修
工
事
は
降
誕

日
前
の
仮
引
渡
に
向
け
進
行
中
で

す
。

　

新
設
の
鐘
楼
は
、
園
児
達
に
よ

る
点
鐘
を
加
え
「
福
音
の
音
」
を

届
け
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

幼
稚
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
一
二

月
三
日
に
祝
会
、
一
三
日
に
礼
拝

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
に
配
布
予
定
の
ク
リ
ス
マ

ス
案
内
も
準
備
さ
れ
、
祈
り
の
内

に
静
か
な
降
誕
日
を
迎
え
ま
す
。

▽
稚
内
聖
公
会

　

一
一
月
二
〇
日
、
教
区
主
教
巡

回
日
を
迎
え
、
六
名
で
夜
の
聖
餐

式
。
礼
拝
後
、
ス
ト
ー
ブ
を
背
に

「
お
茶
の
会
」。近
況
と
教
会
の「
こ

れ
か
ら
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

礼
拝
堂
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
後

よ
り
春
ま
で
閉
鎖
、
他
所
に
お
い

て
聖
餐
式
を
行
う
。
疋
田
兄
経
営

の
「
第
一
旅
館
」
の
宿
泊
も
最
後

と
な
る
。
誠
に
感
慨
深
し
。
本
原

姉
経
営
の
「
本
原
商
店
」
も
年
内

で
営
業
を
終
え
る
。
二
一
日
、
教

会
の
冬
囲
い
を
終
え
て
離
稚
。
植

松
主
教
夫
妻
は
海
沿
い
の
道
を
、

久
末
・
広
谷
組
は
天
塩
川
沿
い
を

南
下
。
猛
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
、
い

ず
れ
も
命
が
け
の
帰
路
で
あ
っ

た
。

▽
厚あ

っ
け
し岸
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

　

一
一
月
の
厚
岸
聖
オ
ー
ガ
ス
チ

ン
教
会
の
礼
拝
は
二
〇
日
。
こ
の

度
は
釧
路
よ
り
、
お
二
人
の
信
徒

の
参
加
。
前
田
車
は
ス
ム
ー
ズ
に

早
め
に
教
会
に
つ
き
、
運
転
手
前

田
兄
は
玄
関
扉
の
修
繕
を
。
前
回

不
調
だ
っ
た
佐
田
兄
復
活
。
礼
拝

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
詩
編
五
一
編
を
通

し
て
、
神
の
慈
し
み
と
信
仰
者
の

一
年
間
の
歩
み
を
重
ね
合
わ
せ

る
。お
昼
は
ハ
ッ
シ
ュ
ド
ビ
ー
フ
、

煮
豆
、
サ
ラ
ダ
な
ど
美
味
。

　

次
回
の
礼
拝
、
教
会
庭
の
松
の

木
の
伐
採
な
ど
を
話
し
合
い
解

散
。
前
田
車
で
林
姉
を
送
り
、
帰

路
に
つ
く
。
次
回
は
一
二
月
二
三

日
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
。

▽
釧
路
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　

一
一
月
は
、
移
動
、
病
気
、
体

調
な
ど
で
礼
拝
欠
席
者
が
増
え
、

空
席
目
立
つ
主
日
続
き
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
教
会
に
夢
」
は
二
つ

に
集
約
し
教
区
に
提
出
。
四
日
、

司
祭
の
父
ヨ
ハ
ネ
松
井
洋
司
さ
ん

が
札
幌
の
病
院
に
て
受
洗
。
六
日

委
員
会
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
関
係

他
、来
年
度
も
当
教
会
独
自
の「
特

別
伝
道
献
金
」
の
継
続
を
総
会
議

案
に
挙
げ
る
件
了
承
。
二
七
日
、

礼
拝
前
掃
除
機
故
障
、
ト
イ
レ
凍

結
、
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
ク
ラ
ン
ツ
の

不
具
合
な
ど
バ
タ
バ
タ
。
年
末
ら

し
い
光
景
。
二
五
日
キ
リ
ス
ト
教

学
習
会
一
年
間
続
き
感
謝
、
二
六

日
甲
斐
英
雄
さ
ん
逝
去
記
念
礼
拝

を
甲
斐
家
に
て
行
う
。

▽
留
萌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

一
一
月
に
入
る
と
す
ぐ
に
雪
が

降
り
、
真
冬
並
み
の
寒
気
も
次
々

に
到
来
。
南
へ
渡
る
白
鳥
の
声
を

背
に
、
床
下
の
通
気
口
を
塞
い
で

回
り
ま
し
た
。

　

手
芸
の
会
は
後
期
か
ら
各
自
の

編
み
物
に
取
り
組
み
、
初
参
加
の

五
十
嵐
さ
ん
は
、
茶
色
の
マ
フ

ラ
ー
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
金
岩
さ

ん
も
マ
フ
ラ
ー
に
次
い
で
お
そ
ろ
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い
の
帽
子
が
完
成
間
近
で
す
。

　

二
七
日
は
主
教
様
の
巡
回
を
い

た
だ
い
て
収
穫
感
謝
礼
拝
。
出
席

者
一
五
名
の
中
に
、か
ず
ま
君（
二

歳
）、
み
ゆ
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）、
さ

き
ち
ゃ
ん
（
〇
歳
）
も
加
わ
り
、

教
会
中
の
熱
い
視
線
が
愛
ら
し
い

三
人
に
注
が
れ
て
い
ま
し
た
。

▽
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会

 

一
三
日
（
日
）
は
収
穫
感
謝
礼

拝
と
子
ど
も
祝
福
式
を
兼
ね
て
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
は
一
家
族
で

四
人
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
居
て
く
れ
て
何
と

か
皆
で
面
倒
を
見
ま
し
た
。
一
六

日
は
保
育
園
に
市
の
監
査
が
入
り

ま
し
た
。
山
崎
兄
の
応
援
が
有
り

ま
し
た
、
主
任
が
出
張
で
園
長
大

忙
し
で
し
た
。
二
〇
日
は
甲
斐
司

祭
司
式
説
教
、
広
谷
司
祭
は
稚
内

第
一
旅
館
の
最
後
な
の
で
主
教
巡

回
日
で
し
た
が
稚
内
に
行
き
ま
し

た
。
こ
の
冬
、
稚
内
の
教
会
は
、

冬
篭
り
に
入
り
ま
す
。
日
本
最
北

端
の
宣
教
展
望
の
検
討
を
教
区
に

委
ね
ま
し
た
。

▽
札
幌
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

ア
ド
ベ
ン
ト
を
迎
え
教
会
前
の

巨
大
ツ
リ
ー
が
点
灯
し
ま
し
た
。

　

六
日
、
主
教
様
の
巡
回
、
幼
児

祝
福
式
を
行
う
。
二
六
日
、
北
星

学
園
女
子
中
学
高
等
学
校
ハ
ン
ド

ベ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
を
招
い
て
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
綺

麗
な
音
色
と
、
ミ
カ
エ
ル
子
ど
も

聖
歌
隊
と
エ
ン
ジ
ェ
ル
ウ
ィ
ン
グ

ズ
（
中
高
生
の
会
）
の
素
敵
な
歌

声
が
教
会
に
響
き
渡
る
。

　

国
際
青
年
寮
で
は
、
長
年
寮
生

を
支
え
て
下
さ
っ
た
初
瀬
尾
百
合

子
寮
母
さ
ん
が
退
職
。
お
働
き
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
後
任
は
札
幌

キ
リ
ス
ト
教
会
信
徒
の
尾
崎
美
枝

子
さ
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
お
仕

事
に
神
様
の
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
。

▽
岩
見
沢
聖
十
字
教
会

　

一
一
月
一
日
、
来
年
度
の
幼
稚

園
入
園
願
書
受
付
日
。
募
集
定
員

近
く
の
申
し
込
み
有
り
。
園
長
二

年
目
と
な
る
未
就
園
児
保
育
の
成

果
の
現
れ
と
推
測
。
先
輩
格
の
聖

ミ
カ
エ
ル
幼
稚
園
の
渡
部
園
長
の

ア
ド
バ
イ
ス
の
賜
物
。
感
謝
。

　

今
年
度
よ
り
深
川
聖
三
一
教
会

の
石
坂
み
ゑ
子
司
祭
が
月
の
第

二
主
日
に
、
ご
奉
仕
に
来
ら
れ

る
。
ロ
ー
チ
ャ
ー
チ
の
北
海
道
教

区
に
在
っ
て
、
東
京
教
区
出
身
の

石
坂
司
祭
の
お
話
は
新
鮮
。
普
段

は
知
り
得
る
事
の
出
来
な
い
ハ
イ

チ
ャ
ー
チ
の
所
作
や
聖
堂
の
造
り

に
つ
い
て
色
々
と
教
え
て
い
た
だ

く
。
改
め
て
聖
公
会
の
幅
の
広
さ

を
実
感
。

▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会

　

一
一
月
一
四
日
石
塚
顕
治
兄
と

落
安
陵
兄
と
で
、
除
雪
時
の
積
雪

場
の
準
備
完
了
、
い
よ
い
よ
雪
の

季
節
の
到
来
を
強
く
感
じ
る
。

二
○
日
婦
人
会
例
会
、
学
び
と
ク

リ
ス
マ
ス
に
向
け
た
話
し
合
い
等

を
行
う
。

　

二
二
日
か
ら
の
教
区
会
に
は
吉

田
俊
光
兄
、
木
村
淳
兄
が
出
席
。

　

二
七
日
礼
拝
後
に
宣
教
懇
談
会

に
入
る
。
宣
教
の
言
葉
の
重
さ
か

ら
か
？
ち
ょ
っ
と
固
い
雰
囲
気
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
何
度
か
、
こ

の
よ
う
な
場
を
持
ち
た
い
。

　

い
よ
い
よ
一
二
月
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
、
一
月
の
信
徒
総
会
に
向
け

て
準
備
、
怠
り
な
し
、
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

▽
苫
小
牧
聖
ル
カ
教
会

　

な
な
か
ま
ど
の
赤
い
実
、紅
葉
、

雪
虫
、
降
雪
と
季
節
は
足
早
に
走

り
抜
け
ま
す
。
二
・
三
日
の
修
養

会
に
四
名
出
席
。
ジ
ャ
ム
と
味
噌

を
バ
ザ
ー
に
出
店
。
六
日
、
逝
去

者
記
念
礼
拝
。
親
族
、
友
を
偲
び

ま
し
た
。
一
三
日
、
子
ど
も
祝
福

礼
拝
。「
子
ど
も
と
と
も
に
さ
さ

げ
る
礼
拝
」
の
式
文
を
用
い
た
。

子
ど
も
一
九
名
含
む
四
八
名
の
出

席
で
し
た
。
子
ど
も
達
に
千
歳
飴

を
わ
た
す
。
一
九
日
、
子
ど
も
聖

歌
隊
ス
マ
イ
ル
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
。
二
〇
日
、女
性
の
会
。

世
界
祈
祷
日
の
打
合
せ
。
来
年
は

聖
ル
カ
が
当
番
で
す
。

▽
網
走
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　

例
年
に
な
く
初
雪
が
早
か
っ
た

で
す
ね
。
一
三
日
は
収
穫
感
謝
礼

拝
が
行
わ
れ
、
祭
壇
に
そ
の
年
の

収
穫
物
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
お
捧
げ
物
は
名
古
屋
の
さ

さ
し
ま
共
生
会
へ
お
送
り
し
ま
し

た
。
二
五
日
ペ
テ
ロ
の
会
、
松
の

葉
を
用
い
て
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
等
を

飾
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作

り
ま
し
た
。
瀧
口
兄
参
加
で
雰
囲

気
が
一
変
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
ア
ド
ベ
ン
ト
の
準

備
が
始
ま
り
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド

が
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

主
に
導
か
れ
つ
つ
、
少
な
い
信
徒

で
す
が
、教
会
を
守
っ
て
い
ま
す
。

二
三
日
教
区
会
は
和
田
姉
が
出
席

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
感
謝
。

▽
室
蘭
聖
マ
タ
イ
教
会

　

二
、三
日
の
修
養
会
藤
井
夫
妻

川
口
姉
参
加
有
意
義
な
会
で
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
玄
関
に
あ
る
古
い

靴
入
れ
、
川
口
姉
が
白
く
塗
装
し

て
下
さ
り
す
っ
か
り
新
し
い
物
に

な
り
感
謝
で
す
。
第
二
祝
日
、
苫

小
牧
よ
り
吉
野
司
祭
来
会
。
聖
餐

に
与
り
ま
し
た
。
二
二
、三
日
札

幌
キ
リ
ス
ト
教
会
に
て
定
期
教
区

会
藤
井
兄
出
席
す
。
降
臨
節
第
一

主
日
大
町
司
祭
来
会
。
札
幌
キ
リ

ス
ト
教
会
の
能
勢
兄
同
行
、
白
老

の
小
林
望
さ
ん
礼
拝
に
見
え
共
に

聖
餐
に
与
る
。
小
林
さ
ん
の
父
上

（
故
金
森
兄
）、
京
都
の
墓
地
へ
の

納
骨
を
終
え
ら
れ
た
と
の
事
、
昼

食
後
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
話
し

合
う
。

▽
美び

ば
い唄
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　

例
年
に
よ
っ
て
早
く
積
雪
の
状

態
に
な
り
、
一
一
月
中
か
ら
の
根

雪
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

一
一
月
一
三
日
（
日
）、
午
後

二
時
よ
り
池
田
司
祭
の
司
式
に
よ

り
収
穫
感
謝
礼
拝
が
行
わ
れ
、
秋

の
実
り
が
飾
ら
れ
る
。
礼
拝
後
に

お
茶
を
飲
み
歓
談
し
た
後
、
皆
で

司
祭
の
車
に
オ
ル
ガ
ン
を
乗
せ
て

岩
見
沢
の
教
会
に
運
ぶ
。二
三
日
、

教
区
会
が
行
わ
れ
美
唄
か
ら
は
正

岡
兄
が
出
席
さ
れ
る
。
議
題
に
美

唄
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
の
財
産
処
分

等
に
つ
い
て
出
さ
れ
承
認
を
受
け

る
。
二
六
日
、
二
年
程
前
か
ら
病
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気
療
養
中
だ
っ
た
ア
ン
デ
レ
田
中

陽
太
朗
兄
が
逝
去
さ
れ
る
。

▽
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
て
い
っ
た

一
一
月
。
一
七
日
、
ミ
リ
ア
ム

外
崎
道
代
さ
ん
ご
逝
去
。
一
九

日
、
ラ
ザ
ロ
雨
宮
大
朔
司
祭
逝
去

一
周
年
記
念
レ
ク
イ
エ
ム
。
二
〇

日
、
牧
師
館
に
て
青
年
の
交
流

会
。
五
か
国
か
ら
の
青
年
が
一
五

名
参
加
。
二
二
日
か
ら
二
三
日
ま

で
教
区
会
。
二
六
日
、
マ
ニ
ュ
エ

ル
大
町
出
さ
ん
と
紗
希
さ
ん
の
聖

婚
式
。
二
七
日
、
み
ん
な
総
出
で

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
の
飾
り
つ

け
。
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
日
頃
の

働
き
を
通
し
て
、
神
様
に
感
謝
・

賛
美
を
献
げ
、「
教
会
の
夢
」
を

豊
か
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
願
い
つ
つ
、「
こ
の
木
な
ん
の

木
ゆ
め
み
る
木
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
動
。

▽
今
金
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

　

一
一
月
一
三
日
主
教
様
巡
錫
日

と
共
に
収
穫
感
謝
礼
拝
が
守
ら
れ

ま
し
た
。
お
米
に
じ
ゃ
が
芋
、
小

豆
に
牛
乳
等
今
年
一
年
間
の
恵
に

感
謝
し
て
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

祝
会
で
は
ご
馳
走
を
持
ち
寄
っ

て
、
主
教
様
の
楽
し
い
話
で
盛
り

上
が
り
、
良
い
一
時
を
過
ご
せ
感

謝
。
そ
し
て
、
二
七
日
の
礼
拝
後

に
大
掃
除
と
ク
リ
ス
マ
ス
準
備
が

行
わ
れ
、
ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
や

毎
年
恒
例
の
焼
い
も
作
り
で
小
さ

な
お
客
様
達
も
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し

た
。

　

思
い
の
他
焚
き
火
が
盛
大
で
大

人
ま
で
も
が
大
興
奮
だ
っ
た
の

で
、
み
ん
な
お
寝
し
ょ
は
大
丈
夫

だ
っ
た
か
が
心
配
で
す
。

▽
北
見
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

　

高
橋
農
夫
也
兄
が
数
年
前
に
用

意
し
て
く
だ
さ
っ
た
『
写
真
入
り

水
落
し
手
順
』
を
見
な
が
ら
水
落

し
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
一
月
六
日
（
日
）
逝
去
者
記

念
・
収
穫
感
謝
礼
拝
を
一
一
名
で

守
り
ま
し
た
。
冬
の
準
備
も
進
め

ら
れ
、
窓
の
雪
囲
い
も
終
わ
り
、

台
所
の
ス
ト
ー
ブ
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
終
え

た
除
雪
機
も
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
も
終
わ

り
、
さ
や
か
に
輝
い
て
い
ま
す
。

北
見
牧
師
会
で
の
カ
リ
シ
モ
神
父

の
司
祭
と
し
て
の
六
〇
年
の
歩
み

に
深
く
感
じ
入
り
ま
し
た
。
除
雪

車
の
音
が
聴
こ
え
て
い
ま
す
。

▽
深
川
聖
三
一
教
会

　

一
一
月
一
日
、
委
員
会
で
教
区

提
唱
の
「
夢
」
に
つ
い
て
白
熱

す
。
一
一
日
、
鈴
木
孝
雄
さ
ん
逝

去
一
ヶ
月
の
記
念
式
、
五
名
で
偲

ぶ
。
一
三
日
、
石
坂
司
祭
は
岩
見

沢
、
二
〇
日
、
甲
斐
司
祭
は
旭
川

へ
出
向
す
。
一
六
日
、
幼
児
祝
福

式
、
神
の
子
平
和
の
子
す
く
す
く

育
て
、
あ
け
ぼ
の
保
育
園
の
光
の

子
。
一
九
日
、
甲
斐
司
祭
は
札
幌

キ
リ
ス
ト
教
会
で
の
雨
宮
大
朔
司

祭
の
逝
去
記
念
聖
餐
式
で
説
教
奉

仕
を
す
。
二
三
日
、
教
区
総
会
に

佐
々
木
佳
三
信
徒
代
議
員
出
席

す
。
二
七
日
、
主
教
巡
回
日
礼
拝

で
収
穫
感
謝
祭
を
祝
い
、
恒
例
の

即
売
会
、
野
菜
高
騰
の
お
り
、
た

ち
ま
ち
完
売
。

▽
平び

ら
と
り取
聖
公
会

　

一
一
月
第
一
週
は
信
徒
・
関
係

者
の
逝
去
者
記
念
礼
拝
を
捧
げ
て

い
ま
す
。「
わ
た
し
は
道
で
あ
り
、

真
理
で
あ
り
、
命
で
あ
る
。
だ
れ

も
わ
た
し
に
よ
ら
な
い
で
は
、
父

の
み
も
と
に
行
く
こ
と
は
で
き
な

い
」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
第

一
四
章
）
の
聖
句
の
後
に
、
七
四

名
の
逝
去
者
名
を
読
み
上
げ
御
国

で
の
平
安
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

第
四
週
か
ら
降
臨
節
に
入
り

「
聖
書
日
課
」
が
Ａ
年
に
戻
り
ま

し
た
。
マ
タ
イ
福
音
書
を
中
心
に

一
年
間
牧
師
の
説
教
を
聴
く
の
が

楽
し
み
で
す
。
井
澤
愛
さ
ん
は
高

知
市
の
酪
兄
宅
の
三
人
目
の
出
産

の
手
伝
い
に
出
向
き
ま
し
た
。

▽
新に

い
か
っ
ぷ冠
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
教
会

　

昨
年
八
月
に
当
教
会
に
教
籍
を

移
さ
れ
た
大
久
保
健
一
・
は
る
か

夫
妻
が
過
日
、
久
し
ぶ
り
に
礼
拝

に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
ご
夫
君
の

お
勤
め
先
の
会
社
が
、
延
伸
中
の

日
高
・
高
規
格
道
の
「
大
狩
部
ト

ン
ネ
ル
」の
工
事
を
受
注
さ
れ
た
、

と
の
こ
と
で
す
。

　

嬉
し
い
お
知
ら
せ
で
す
ー
一

時
、
重
篤
な
病
状
で
入
院
し
て
お

ら
れ
た
奥
田
康
嘉
さ
ん
が
劇
的
に

回
復
さ
れ
て
、
日
常
生
活
を
送
ら

れ
て
い
る
施
設
に
戻
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
さ
に「
コ
ペ
転
的
」

に
ー
い
え
い
え
、
奥
様
・
貞
子
さ

ん
の
祈
り
が
聞
き
届
け
ら
れ
た
か

ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
新
札
幌
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

　

一
一
月
一
九
日
（
土
）
司
祭
雨

宮
大
朔
先
生
逝
去
一
年
記
念
礼
拝

が
主
教
座
聖
堂
で
行
わ
れ
る
。
先

生
の
信
仰
の
魂
、
多
く
の
思
い
出

が
語
ら
れ
る
。
若
か
り
し
日
の
豪

快
な
逸
話
に
笑
い
、
共
に
偲
ぶ
。

　

二
〇
日
（
日
）
昨
年
よ
り
設
け

ら
れ
た
ニ
コ
ラ
ス
の
日
を
祝
う
。

持
ち
寄
り
の
ご
馳
走
に
来
訪
さ
れ

た
根
屋
崎
兄
・
本
宮
兄
を
囲
み
歓

談
の
時
を
。
来
年
は
二
五
周
年
。

　

マ
リ
ヤ
会
は
教
区
会
・
ハ
ン
ド

ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
菓
子
作
り

の
ご
奉
仕
・
感
謝
。

　

教
会
は
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
・
コ
ン

サ
ー
ト
に
向
け
て
フ
ル
回
転
。

▽
紋
別
聖
マ
リ
ヤ
教
会

　

一
一
月
に
入
り
い
つ
も
の
年
よ

り
寒
さ
が
厳
し
く
驚
い
て
お
り
ま

す
。
幼
稚
園
で
は
生
活
発
表
会
が

あ
り
可
愛
い
園
児
の
歓
声
が
こ
だ

ま
し
て
お
り
ま
し
た
。
教
会
に
は

二
〇
日
に
主
教
様
御
夫
妻
が
来
紋

さ
れ
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

一
一
月
二
二
日
・
二
三
日
、
教

区
会
が
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
で
行

わ
れ
エ
リ
ッ
ク
ソ
ン
久
美
子
姉

と
阿
部
司
祭
が
出
席
し
ま
し
た
。

一
二
月
に
入
り
教
会
で
は
ク
リ
ス

マ
ス
の
準
備
で
忙
し
く
な
り
ま

す
。
主
の
平
安
を
祈
り
ま
す
。


